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76 サ ー ミ語
SAAMI

【主な使用地域 】 か つてはラ ップ語 と称

されていた ことか らもわかるよう に、北

欧でラ ップラ ン ドと呼ばれる地域が伝統

的なサーミ語使用地域。 スカンジナ ビァ

半島の中部山岳地帯 からロシアの コラ半

島にまでおよぶ広大 な地域 で、現在、そ

の範 囲 は縮 小 しつ つあ るが、 ノル ウ ェ
ー、ス ウェーデ ン、 フィンラン ド、 ロシ

アのい くつかの集住地 が点在 している。

最大 ほぼ7～9万 人のサ ー ミ人 の うち3

万5千 人ほ どが話す と言われる。

どんな言語? 系 統 的 には ウラル語族 に属 し、 フィ

ンラ ン ド語 や エス トニ ア語 な どバル

トフ ィン語 といわ れ る こ とば と比 較 的近 い関係 にあ ります。 しか し、 こ

れ らの話者 との相互 理解 は不可能 で す。 サー ミ語 は、9つ の言語 に分か

れ、 ス カ ンジナ ビア半 島中部 か らコラ半 島へ順 に分 布 して い ます。

 サ ー ミ語 には隣接 して話 され て きた フ ィンラ ン ド語 と共通 す る特 徴が

多 くあ ります。 基本 的 に接 尾辞 を多 用す る｢膠 着語｣で あ る点 、名 詞が格

語 尾 に よ る語形 変 化 を行 い 、 また所有 者 の人称 と数 を語 尾 に よ り標 示す

る点 な どです。 次 は北 サー ミ語 でboazu｢ト ナカ イ｣の 単 数主格 形 に所有

接 辞 が つい た例 で す。bohccon(1人 称 ・単数)｢私 の トナ カ イ｣、 bohccot

(2人 称)、bohccos(3人 称)。 し か し、母 音 交 替 な ど｢屈 折 語｣的 な特 徴

も備 えてい ます し、｢母 音調 和｣(フ ィンラン ド語の項 目参照)が な い代 わ り

に、双 数 とい う範 疇 を持 つ 点 は、 フ ィンラ ン ド語 に はない、古 いウ ラル

語 の特 徴 で す。 例 えば1人 称 の代 名 詞 主 格 形 の単 数 ・双 数 ・複 数形 は

mun:moai:miと な ります。

 音韻 面 の特徴 として、北 サ ー ミ語 に は、破裂 音 、破擦 音 の｢前 帯 気音｣

化 が あ り、 これ はア イス ラ ン ド語 な ど北 欧語 の一部 に も見 られ る現象 で

す。 また 、子音 、 子音結 合 が、音 節 の開 閉等 に よ り量、 質的 に大 き く変

化 す る、(フ ィンラ ン ド語 よ りは るか に)複 雑 な子音 の階 程交替 を もって

お り、 外 国語 として学 ぶ学 習者 の悩 みの種 とな ってい ます。
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 語 順 は基 本 的 にSVO。 動副 詞 や分 詞 な ど動 詞 の非 定形 を用 い た副 詞

句 、名 詞句 、形 容詞 句 を文 中 に埋 め込 む構 文 と、従 属接 続詞 や 関係代 名

詞 を用い た副文 が発 達 してお り、 しば しば同 じ内容 が 両者 によって表 現

可能 です。｢オオ カ ミの食 べ た肉｣な らBiergu｢肉｣maid(関 係代名詞一対格)

gumpe｢オ オ カ ミ｣1ea(be動 詞 一3人称 ・現在)borran｢食 べ る｣(過 去分 詞)

=gumppe｢オ オ カ ミ｣(属 格)borran｢食 べ る｣(動 名詞)biergu .｢肉｣で す。

● 使ってみようこんな表現!
                     プ オレ ペアィヴィ

 まず 基本 的 な、｢こ ん に ち は｣に あた る挨 拶 は、Buore beaiwi.｢よ い 日
         イプメル アツテイ

を!｣と 言 い、 相 手 はIpmel atti.と 答 え ますが 、 これ は文 字 通 りに は｢神
                          プロレス
よ、与 え よ｣とい う意 味。普通、｢や あ｣ぐ らい の軽 い挨拶 はBuresと 言

い、相手 は、それ を2度 繰 り返す ことが多 い ようです。｢元 気ですか｣は
ミ サ クコッロ               ロ        キ ヒトゥ プロレス

Mii gullo?で 、｢あ りが とう。元 気 です｣はGiitu bures.と な ります。 別 れ
                 マ コ ナ  テアルヴァン

る際 の挨 拶 に は、 去 る人 に 向 か っ て は、Mana dearvan.、 残 る人 に は、
パロツェ テアル ヴァン

Baze dearvan.と 言 い ます。 それ ぞれ 、｢元 気 で行 きな さ い｣、｢元 気 で い

な さ い｣と い う意 味 で す が 、 この例 は相 手 が1人 の場 合 で、 相 手 が2人 か

そ れ以 上 の場 合 はmanni, mannet;bahcci, bahcetと な り ます 。 自分 の
            ム ナ ン マ レア ピエ ラ

名 前 を紹 介 す る場 合 に は、Mu namma lea Biera、 相 手 に名 前 を尋 ね る に
 ミ ロ トゥし ナ ン マ レ ア

はMii du namma lea?と い い ます。 サ ー ミ語 に は、 所有 を しめ す｢持 つ｣

とい う動 詞 は あ り ませ ん 。所 有 はbe動 詞 の3人 称 を用 い て、｢～ に～ が
            レ ア コ                トウス

あ る｣と い う表 現 を し ます 。Lea-go｢あ る+疑 問詞｣dus｢あ な た+所 格｣
ピロラ                                                            レ ア

biila｢車｣?で｢あ な た は車 を も っ て い ま す か｣。 持 っ て い る場 合 はLea.
          イ  レアツ

｢あ ります｣、 な い場合 はIi leat.｢あ りませ ん｣と な ります。
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サーミ語の今         サー ミ語 の9つ の言語 の うち、 現在

                唯一 、か つ もっ とも活 力 のあ るの は

北欧3国 に また が っ て話 され て い る北 サ ー ミ語 の みで、 約2万5千 ～3

万人 の話者 が い る といわれ て い ます 。他 の南 サー ミ語 、ル レサ ー ミ語、

スコル トサー ミ語 、イ ナ リサー ミ語 、 キル デ ィンサ ー ミ語 は数 百人 か ら

2千 人 まで の話者 の みで、 す でに重 度 の危機 言語 とみな され てい ます。

 北 サー ミ語 は現在 、 ノル ウェー、 ス ウ ェーデ ン、 フ ィン ラン ドに よ り

法的 に地域 的 な公 用語 と認 め られ、 話者 は行政 サー ビス な どにお いて使

用 の権 利 を与 え られ てい ます。 フィ ンラ ン ドや ノル ウ ェーで は、 サー ミ

ノ

ル
ウ

ェ
ー
、

他
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人 居住 地域 におい て、 サー ミ語 を基礎 学校低 学 年で は授業 語 として、そ

れ以上 で は選択 科 目 として学 ぶ こ とが可能 で す。 ノル ウ ェー の カウ トケ

イ ノに はサー ミ語 で講義 をお こな う単 科大 学 サー ミ大学 が あ り、教 師の

養 成 をお こなって い ます。 フィ ンラ ン ドで もオ ウル大 学 、 ラ ップラ ン ド

大 学 でサ ー ミ語 教 師の 資格 を取 るこ とが で き ます。 また 、サ ー ミ語 は北

欧 の諸 国 で は早 くか らラ ジオ で放 送 され て い ま した が、2002年 よ り、

北欧3国 は共 同 で北 サー ミ語 に よる15分 の ニ ュー ス番組 をほぼ毎 日放送

してい ます。 (http://lotta.yle.fi/srwebanar.nsf/sivut/ovdasiidu2004)

 サー ミ語 は18世 紀 か ら文字 を もって い ます が、本 格 的 に サー ミ人 自

身 に よ って用 い られ始 め たの は20世 紀 にな っ てか らで す。 現在 、 ノル

ウェー に はサー ミ語 を専 門 にあつ か う出版社 が3社 あ り、 文芸 書か ら教

科 書 ま で、盛 ん に 出 版 し て い ま す。 ま た 同 国 で は サ ー ミ語 の 新 聞

A§きU、Min Aigiな どが発 行 されて お り、各 国 のサ ー ミ人 組織 もそれ

ぞ れサ ー ミ語 の機 関誌 を もって い ます。

 この よ うにサー ミ語 を公 用語 として、 また書 き,ことば として確立 しよ

うとす る努 力 は続 け られて い ます。 しか しサ ー ミ語 の 口語 として の使 用

は特別 な民 族行 事 や政 治集会 の ほか は、家 族、親 戚 、知人 同 士 な ど私 的

な領域 に限 られつ つ あ ります。

幽 お奨めの本 日本語で読める北サー ミ語 の学習書 としては、 まず北サ

ー ミ語の文法書 に、吉 田欣吾著『サー ミ語 の基礎｣(大 学書林)が あります。

現在北欧で用 いられている共通 の正書法に したがっています。サー ミ語を

知識 としてよ り詳 し く知 りたい人 に とって は英語 に よる概 説書、Pekka

Sammallahti, The Saami Languages : an introduction.  (Kdrasjohka  :

Davvi Girji.,1998)が す ぐれています。 これはサー ミ語の歴史や地域的バ

リアン トについても詳 しい記述があ り概説書以上の内容 を含んでい ます。

現代 のサー ミ人 の民族 としての現状や政治的、社会 的、文化 的な運動 を概

説 した もの として、北欧サー ミ研究所 の編纂 した、The Sami PeoPle.

 (Karasjohka  :  Sarni  Instituhtta/Davvi Girji, 1990)が あ ります 。

 スウェーデ ン政府のホームページからはスウェーデン ・サー ミ議会の作

成 した｢ス ウェーデンの先住民サー ミ｣(英語)が ダウンロー ドで きます。写

真、デー タな ど豊富 に盛 り込み、現在 のサー ミ人の生活や主張をわか りや

す く紹介 しています。http://www.regeringen.se/sb/d/5096/a/39702



:サーミ語を話す人びと サー ミ人 は近 年 まで ラ ップ人 と呼 ば

れ、 トナカ イ遊 牧 の民 と して描 かれ

てき ました。確 か に、 フィ ンラ ン ドをの ぞ くス カ ンジナ ビア北部 の伝 統

的 サー ミ人 居 住地域 で は、 トナカ イ飼 育 は排他 的特 権 として認 め られ て

います。 しか し、今 日伝 統 的 な トナカ イ飼 育 や狩猟 を主生 業 とす る人 は

限 られて お り、多 くは多数 派の人 々 と同 じ く農 牧業 、 漁業 、観光 ・サー

ビス業 、 自治体 の公務 員 として働 いて い ます 。サ ー ミ人 の居住 地域 を訪

れて も、一 見 それ とわか るの は地 名 や 施 設 名 の サ ー ミ語 表 示 ぐ らい で

す。

 それで もサー ミ人 は しっか り生 きて い ます。彼 らは ヨー ロ ッパ で は数

少ない、 所属 す る国家 によ り先 住民 と認 め られ た少数 集 団で す。彼 らの

民族 と して の言語 ・文 化 の保護 、 さ らに伝統 的居 住地 域 にお け る河 川 ・

トナカ イ放 牧地 等 へ の権利 の回 復 を求 め る運 動 は1970年 代 前後 か ら活

発化 し ました。世 界 的な少 数民 族 や先住 民 の運動 の盛 り上が り と呼応 し

て、サ ー ミ人 た ち は、主 に文化 自治の た めサー ミ人 を代 表す るサ ー ミ議

会 を各 国 に設 立 した ほか 、サ ー ミ語 を地 域 的公 用語 とす るサ ー ミ言語 法

などを実 現 させ て き ました。現 在 で は、 自治領 は持 た ない もの の、各 匡

にまたが るサー ミ評議 会 やサ ー ミ共 通 の民族 旗 、民族 歌 な ど、形 の上 で

は国家 を なぞ る と も思 える装置 をい くつ も持 って い ます 。

 現在 サー ミ人 は、 サー ミ語 を話 す人 も含 め、 ほ とん どすべ てが 居住 す

る国家 の主流 言語 を話 し、 日常 生活 にお いて も、過疎 化 した北 部 とい う

地域的 な問題 以外 、 多数 派 の人 々 とほ とん ど変 わ る こ とは あ りませ ん。

サー ミ人へ の偏 見 も差 別 も

記憶以 外 に はほ とん どな く

なってい ます。 この よ うな

状況下 で あ えてサ ー ミ人 で

ある ことを意識 し、サ ー ミ

人 を生 きる とい う こと、 少

数民族 と して生 きる こ との

意味が 、今 問わ れ てい るの

か もしれ ませ ん。
秋 、屠殺の ため丘 陵地 に集め られ た トナカイ。

作 業はサー ミ語 で行 われる。

(ノルウェー、カウ トケ イノ地 区で)
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